
２
０
２
２
年
12
月
25
日
に
、
国
交

正
常
化
50
周
年
記
念
「
日
中
を
つ
な

ぐ
文
化
の
つ
ど
い
」
を
コ
ロ
ナ
禍
の

中
開
催
し
ま
し
た
。

第
２
回
を
11
月
３
日
（
日
）
12
時

か
ら
エ
ル
・
お
お
さ
か
南
館
５
階
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
舞
台
表

演
と
展
示
の
２
本
立
て
で
す
。

９
月
１
日
現
在
、
予
定
さ
れ
て
い

る
の
は
、
大
阪
西
支
部
が
漢
詩
朗
読
、

城
北
支
部
が
中
国
語
の
歌
、
中
河
内

支
部
は
楽
器
演
奏
、
富
田
林
支
部
は

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
と
コ
ス
プ

レ
、
堺
支
部
は
モ
ン
ゴ
ル
旅
行
報
告

と
歌
、
太
極
拳
の
表
演
や
中
国
語
受

講
生
に
よ
る
合
唱
。
女
性
部
は
寸
劇

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ス
ト
参
加
で
、
帰
国
者
セ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ん
の
広
場
踊
り
と
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
の
マ
ギ
ー
ま
も
る
さ
ん
が

出
演
さ
れ
ま
す
。

展
示
は
支
部
活
動
の
取
り
組
み
報

告
で
、
西
支
部
の
「
き
り
え
」
、
中

河
内
支
部
の
「
万
人
坑
」
な
ど
。

参
加
協
力
券
は
５
０
０
円
で
す
。

支
部
交

流
・
会
員

交
流
の
場

で
す
。
今

か
ら
ご
予

定
の
上
、

是
非
ご
参

加
く
だ
さ

い
。
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第
２
回

日
中
を
つ
な
ぐ
文
化
の
つ
ど
い

11
月
に
開
催
決
ま
る

吹
田
市
で
は
中
学
歴
史
の
教
科
書

は
東
京
書
籍
版
に
決
ま
り
ま
し
た
。

パ
ブ
コ
メ
は
自
由
社
、
育
鵬
社
、

令
和
書
籍
を
使
わ
せ
た
く
な
い
と
い

う
も
の
が
多
数
で
、
そ
の
理
由
が
教

科
書
の
記
述
を
示
し
説
明
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
一
方
こ
の
３
社
を
採
用
し

た
い
と
い
う
理
由
は
「
支
持
す
る
」

「
神
話
を
教
え
な
い
か
ら
若
者
が
荒

れ
る
」
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
で
し

た
。
「
日
本
は
す
ご
い
国
だ
と
い
う

こ
と
を
教
え
る
の
だ
」
と
書
く
わ
け

に
も
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

（
令
和
書
籍
『
国
史
』
で

は
、
特
攻
隊
員
の
死
を

「
散
華(

サ
ン
ゲ)

」
と
表

現
し
て
い
ま
す
）

教
育
委
員
は
人
権
、
憲

法
、
領
土
、
南
京
事
件
、

天
皇
制
な
ど
に
つ
い
て
ど
う
記
載
さ

れ
て
い
る
か
と
質
問
し
、
「
歴
史
は

こ
れ
が
真
実
と
言
え
な
い
こ
と
が
多

い
」
と
し
き
り
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
の
場
で
は
そ
う
な
る
の
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
「
か
た
よ
り
は
控
え
る
」

と
良
識
を
も
っ
て
教
科
書
を
決
め
ま

し
た
。

１
９
６
５
～
９
７
年
に
か
け
て
の

「
家
永
教
科
書
裁
判
」
で
、
家
永
氏

は
「
国
民
は
戦
争
に
つ
い
て
真
相
を

十
分
に
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
無
謀

な
戦
争
に
協
力
す
る
ほ
か

な
い
状
態
に
置
か
れ
た
」

と
書
き
ま
す
。
政
府
は

「“

無
謀
”
は
歴
史
的
評

価
が
定
ま
っ
て
い
な
い
か

ら
削
れ
」
と
反
論
し
ま
す
。

家
永
氏
は
「
戦
争
を
暗
く

書
く
な
と
い
う
文
部
省
の
要
求
は
、

私
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
」

と
言
い
ま
す
。

そ
の
後
の
経
過
は
、
１
９
９
５
年

（
戦
後
50
年
）
村
山
談
話
「
植
民
地

支
配
と
侵
略
に
よ
っ
て
、
多
く
の
国
々
、

と
り
わ
け
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
に
対

し
て
多
大
の
損
害
と
苦
痛
を
与
え
ま

し
た
」
２
０
１
５
年
（
戦
後
７
０
年
）

安
倍
談
話
「
西
洋
諸
国
の
植
民
地
支

配
の
波
は
…
日
本
に
と
っ
て
、
近
代

化
の
原
動
力
と
な
っ
た
…
。
日
露
戦

争
は
、
植
民
地
支
配
の
も
と
に
あ
っ

た
、
多
く
の
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の

人
々
を
勇
気
づ
け
ま
し
た
。
」

今
、
政
府
か
ら
教
科
書
へ
の
介
入

が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
の
教
科

書
（
３
年
間
で
３
冊
）
の
各
最
終
ペ
ー

ジ
に
は
「
君
が
代
」
と
日
の
丸
を
見

つ
め
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
、
こ
う
記
載
さ
れ
ま
す
。

「
日
本
が
い
つ
ま
で
も
平
和
で
栄
え

る
よ
う
に
と
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
」
と
。

（
高
田

佳
誉
子
）

吹
田
市
の
中
学
歴
史
教
科
書
の
採
択

政
府
か
ら
介
入
が
強
ま
っ
て
い
る

行

事

案

内

女
性
部
学
習
会

中
国
世
界
遺
産

第
４
回

９
月
15
日
１
時
半

府
連
教
室

陳
式
太
極
拳
講
習
会

第
５
期

第
５
回

９
月
15
日
（
日
）
３
時

大
阪
北
ス
ポ
ー
ツ
体
育
館

漢
詩
講
座

陶
淵
明

下
定
雅
弘
講
師

日
本
杜
甫
学
会
前
会
長

後
期
は
９
月
23
日
か
ら

国
労
大
阪
会
館

戦
争
は
い
や
や

西
区
平
和
展

９
月
22
日
11
時
か
ら

西
区
民
セ
ン
タ
ー

地
下
鉄
「
西
長
堀
」
下
車

「
輝
け
憲
法
み
ん
な
で
平
和
の

バ
ト
ン
う
け
つ
ご
う
」
堺
平
和
の

た
め
の
戦
争
展
は
、
８
月
３
日
と

４
日
サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
は
今
年
も
長
谷
川

テ
ル
展
示
を
第
４
会
議
室
で
行

な
い
、
同
時
に
日
中
友
好
協
会

の
新
聞
、
署
名
、
百
科
検
定
等

を
大
い
に
宣
伝
し
ま
し
た
。

テ
ル
遺
児
暁
子
さ
ん
が
最
近

ま
で
市
内
新
金
岡
に
住
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
と
教
え
ま
す
と
多

く
の
方
が
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
小
学
生
連
れ
の
お
母
さ
ん

た
ち
も
、
女
性
と
し
て
当
時
中

国
本
土
で
反
戦
平
和
訴
え
た
こ

と
に
感
心
さ
れ
、
小
学
生
も
神

妙
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

経
済
に
熱
い
現
在
の
日
中
、
そ

れ
に
伴
い
中
国
留
学
も
増
え
て
い

る
、
そ
こ
に
歴
史
教
育
を
し
っ
か

り
し
て
い
な
い
日
本
、
日
中
双
方

の
学
生
が
お
か
し
い
と

声
を
あ
げ
て
い
ま
す
と

教
え
て
い
た
だ
き
、
テ

ル
さ
ん
は
日
本
の
一
片

の
良
心
で
す
と
言
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
以

前
に
く
ら
べ
話
を
よ
く

聞
い
て
く
れ
、
事
前
に

学
習
し
て
い
ま
す
。
う

れ
し
い
こ
と
に
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
が
10
部
も
売
れ

府
連
の
在
庫
も
無
く
な

り
ま
し
た
。

（
平
松

悦
雄
）

８
月
号
大
阪
府
連
通
信

記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

女
性
交
流
会
の
記
事
に
つ
い
て

近
畿
各
府
県
に
は
大
阪
以
外
に
女

性
部
が
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
り

女
性
部
交
流
会
で
は
な
く
女
性
交

流
会
と
訂
正
し
ま
す
。
府
連
事
務
局

堺
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
に
出
展

８
月
24
日
（
土
）
茹(

う
だ)

る
猛

暑
の
中
、
結
成
５
周
年
を
迎
え
た
日

中
友
好
協
会
大
阪
城
北
支
部
の
「
納

涼
の
つ
ど
い
」
が
中
央
区
谷
町
の

「
中
国
料
理

興
隆
園
」
で
開
か
れ

ま
し
た
。

支
部
活
動
の
中
で
会

員
拡
大
70
名
の
目
標
を

掲
げ
て
役
員
を
中
心
に

精
力
的
に
取
り
組
み
目

標
達
成
に
至
り
ま
し
た
。

つ
ど
い
に
は
、
山
本

恒
人
大
阪
府
連
会
長
を

は
じ
め
新
会
員
４
名
も

参
加
し
17
名
が
集
い
、

美
味
し
い
料
理
に
酒
、
楽
し
い
会
話

で
会
場
も
和
み
、
参
加
者
各
人
の
自

己
紹
介
と
抱
負
を
述
べ
運
動
へ
の
力

と
な
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

山
本
恒
人
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
近

況
の
中
国
を
取
り
巻
く
情
勢
を
解
説

さ
れ
、
米
国
に
追
随
し
ア
ジ
ア
の
平

和
安
定
に
逆
行
し
米
国
の
指
揮
権
の

下
で
台
湾
有
事
を
想
定
し
た
軍
拡
路

線
へ
と
突
き
進
む
日
本
、
軍
事
力
で

な
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
よ
う
な
対

話
と
友
好
が
肝
要
な
道
と
の
お
話
で

し
た
。

料
理
と
飲
み
物
で
お
な

か
も
満
た
さ
れ
、
余
興
の

お
披
露
目
と
な
り
西
脇
さ

ん
達
の
中
国
語
の
歌
「
月

亮
代
表
我
的
心
」
森
脇
さ

ん
の
時
事
ネ
タ
を
読
ん
だ

川
柳
、
山
本
会
長
と
柳
が

韓
国
語
で
「
イ
ム
ジ
ン
河
」

を
熱
唱
、
松
本
さ
ん
が
用

意
し
た
歌
を
全
員
で
合
唱
し
盛
り
上

が
り
、
大
変
愉
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

暴
力
と
戦
争
が
齎
す(

も
た
ら)

、

破
壊
と
絶
望
、
憎
悪
か
ら
は
何
も
生

ま
れ
な
い
、
対
話
と
友
好
が
最
も
大

事
で
あ
る
。
（
柳
）

城
北
支
部

「
納
涼
の
つ
ど
い
」
を
開
催

長谷川テルゆかりの 奈良・般若寺を

訪ねるミニツアー １０月１０日（木）雨天決行

近鉄奈良駅西改札 午前10時20分 定員：１５名（先着順）

参加費：１０００円 （拝観料７００円、資料代）

行程 近鉄奈良駅（路線バス）→般若寺「テル訪問

記念の碑」→般若寺境内自由散策→近鉄奈良駅：昼食

申し込みはお名前・所属・当日連絡先・昼食の希望の有無

をお知らせください。・大阪府連：０６−６３７２−８１３１

＝主催：大阪府連女性部＝



も
は
や
戦
前
だ
。
率
直
に
そ
う
感

じ
た
。
日
米
安
保
を
土
台
に
、
岸
田

首
相
に
よ
る
「
ポ
チ
的
」

屈
辱
的
な
日
米
外
交
に
よ
っ

て
、
日
本
列
島
は
ほ
ぼ
米

中
戦
争
の
い
わ
ば
土
俵
だ
。

米
軍
基
地
、
ミ
サ
イ
ル
配

備
、
弾
薬
庫
の
位
置
な
ど

地
図
に
落
と
せ
ば
ほ
と
ん

ど
対
中
の
要
塞
化
し
た
日

本
列
島
。
祝
園
で
８
月
25

日
に
開
催
さ
れ
た
「
夏
の

大
学
習
会
」
（
京
都
府
精

華
町
椋
木
会
館
）
に
参
加
し
て
講
師

の
話
を
聞
く
内
に
「
愚
か
し
さ
」
と

同
時
に
、
怒
り
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

元
航
空
自
衛
隊
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
小
西
誠
氏
に
よ
る
祝
園
の
弾
薬
庫

拡
張
の
話
の
話
は
、
リ
ア
ル
に
私
た

ち
の
生
活
が
米
中
戦
争
（
台
湾
有
事
）

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
が
必
然
で

あ
る
か
の
よ
う
に
思
え
た
。

中
国
の
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、

「
防
衛
」
の
目
的
で
、
こ
れ
ら
の
弾

薬
庫
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
基
地
な
ど
は

最
も
最
初
に
狙
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
も

軍
拡
路
線
は
緊
張
を
高
め
る
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
挑
発
で
し
か
な
い
。

今
若
い
人
た
ち
や
こ
れ
ま
で
沈
黙

し
て
き
た
人
た
ち
が
立
ち
上
が
っ
て

い
る
。
気
候
変
動
、
反
貧
困
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
訴
え
る
人
々
。
彼
ら

が
率
直
な
言
葉
で
語
る
と
き
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
や
社
会
的
立
場
を
超
え
て

響
く
の
だ
。
こ
の
日
、
地
域
の
自
治

会
で
防
災
担
当
の
方
が
会
場
か
ら
の

発
言
で
訴
え
た
。
何
も
知
ら
な
い
で

不
動
産
屋
さ
ん
の
言
う
ま
ま
に
夢
の

マ
イ
ホ
ー
ム
を
こ
の
地
で
建
て
よ
う

と
し
て
い
る
。
一
見
自
然
豊
か
で
の

ど
か
な
風
景
だ
が
、
地
勢
の

こ
と
で
の
問
題
だ
と
か
弾
薬

庫
が
近
く
に
あ
る
よ
う
な
こ

と
は
絶
対
に
売
り
手
は
言
わ

な
い
だ
ろ
う
と
。
防
災
的
な

観
点
で
率
直
に
語
っ
て
お
ら

れ
た
。
こ
う
い
う
市
民
が
参

加
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の

運
動
で
は
と
て
も
大
事
だ
と

思
う
。

（
城
北
支
部

粟
田

三
樹
夫
）

７
月
７
日
の
大
阪
府
連

第
70
回
大
会
で
の
発
言
要
旨
。

白
倉
和
昭
さ
ん
（
大
阪
西
支
部
）

中
国
百
科
検
定
試
験
に
前
回
、
初

級
を
受
験
し
て
満
点
で
パ
ス
し
本
部

か
ら
記
念
品
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
若
か
り
し
頃
、
毛
沢
東
の

「
実
践
論
」
「
矛
盾
論
」
革
命
文
学

「
紅
岩
」
等
読
み
、
大
変
感
動
し
生

き
方
へ
の
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
大
学
で
中
国
語
を
学
び

「
北
京
週
報
」
等
購
読
し
て
い
ま
し

た
。今

回
試
験
を
準
備
す
る
中
で
知
識

の
空
白
を
痛
感
し
、
検
定
試
験
を
契

機
に
中
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・

歴
史
を
再
学
習
し
て
み
よ
う
と
言
う

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
「
知
っ
て

い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
隣
国
」
を
よ

り
深
く
知
る
こ
と
が
平
和
・
友
好
の

基
礎
だ
と
思
い
ま
す
。
７
月
の
検
定

試
験
に
は
３
級
を
受
験
し
ま
し
た
。

日
中
友
好
協
会
の
大
き
な
柱
は
不

再
戦
平
和
で
す
。
西
区
で
は
９
月
22

日
、
第
40
回
「
戦
争
は
い
や
や
西
区

平
和
展
」
が
西
区
民
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
私
は
実
行
委
員
長
を
勤

め
て
お
り
、
日
中
大
阪
府
連
か
ら
も

「
加
害
中
国
侵
略
」
お
よ
び
「
長
谷

川
テ
ル
」
の
展
示
予
定
で
す
。

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

2024年9月15日 日中友好新聞 第２６２０号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

７
月
28
日
午
後
、
西
支
部
役
員

会
を
開
き
ま
し
た
。

総
会
を
９
月
29
日
に
決

め
、
準
備
を
す
す
め
組
織

増
勢
で
迎
え
た
い
思
い
で

す
。
昨
年
末
、
病
気
・
死

亡
・
経
済
的
関
係
か
ら
多

く
の
退
会
を
生
み
ま
し
た

が
、
本
部
訴
え
に
答
え
て

３
月
か
ら
毎
月
増
勢
に
転

じ
７
月
で
前
総
会
時
ま
で

回
復
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

４
年
ぶ
り
に
実
施
し
た
７
・

７
運
動
に
、
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
西
区
居
住
会
員

の
協
力
も
あ
り
、
元
気
に
「
戦
争

で
な
く
話
し
合
い
を
」
と
平
和
を

訴
え
ま
し
た
。映

画
「
武
器
な
き
戦

い
」
を
観
て
要
望
が
あ

り
、
来
春
に
主
人
公
の

山
本
宣
治
さ
ん
の
宇
治

に
、
秋
に
は
女
性
部
の

長
谷
川
テ
ル
散
策
に
も

同
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

き
り
え
行
事
は
二
人

の
初
心
者
が
作
品
を
家

に
飾
り
満
足
さ
れ
て
い

る
声
が
き
け
ま
し
た
。

平
和
の
た
め
の
堺
戦
争

展
や
、
西
区
戦
争
展
へ

の
成
功
と
同
時
に
、
９

月
総
会
へ
向
け
て
組
織
の
質
・
量

を
高
め
て
行
き
ま
す
。
（
Ｈ
）

西
支
部
役
員
会

総
会
を
組
織
増
勢
で
迎
え
よ
う

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会

第
70
回
大
会
で
は
、
12
名
が
支
部
活

動
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

平
松

悦
雄
（
西
支
部
）
北
東
ア

ジ
ア
平
和
と
友
好
の
旅
に
つ
い
て
。

浅
田

勝
美
（
堺
支
部
）
公
開
討
論

会
等
に
つ
い
て
。
山
本

範
枝
（
西

支
部
）
女
性
部
に
つ
い
て
。
森
脇

篤
子
（
城
北
支
部
）
役
員
会
定
例
化
・

交
流
会
に
つ
い
て
。
上
村

康
夫

（
堺
支
部
）
組
織
し
て
６
年
に
な
る
、

再
建
時
43
名
現
在
50
名
に
な
っ
た
。

高
田

佳
誉
子
（
直
属
）
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
交
流
会
に
つ
い
て
。
松
本

恵
美
（
富
田
林
支
部
）
日
中
友
好
協

会
に
入
っ
て
。
佐
藤

倫
理
（
城
北

支
部
）
会
員
拡
大
に
つ
い
て
。
白
倉

和
昭
（
西
支
部
）
百
科
検
定
に
つ

い
て
。
恒
岡

正
勝
（
西
支
部
）
太

極
拳
に
つ
い
て
。
岡
田

英
樹
（
富

田
林
支
部
）
魅
力
あ
る
支
部
つ
く
り

に
つ
い
て
。
小
部

修
（
中
河
内
支

部
）
中
国
語
教
室
と
楽
器
の
練
習
に

つ
い
て
（
敬
称
略

詳
細
は
順
次
掲
載
）

会
長
・
山
本
恒
人
。
副
会
長
・
浅
田

美
奈
子
。
理
事
長
・
松
尾
豊
。
副
理

事
長
・
浜
正
幸
。
事
務
局
長
・
近
藤

好
幸
。
事
務
局
次
長
・
澤
野
井
公
夫
。

常
任
理
事
・
石
井
勉
、
岡
田
英
樹
、

片
山
英
徳
、
恒
岡
正
勝
、
松
原
弥
寿

夫
、
森
脇
篤
子
、
高
田
佳
誉
子
。
理

事
・
浅
田
勝
美
、
上
村
康
夫
、
小
部

修
、
栗
山
俊
子
、
早
乙
女
実
、
坂
手

日
登
美
、
佐
藤
倫
理
、
土
井
一
正
、

長
山
瑛
子
、
西
澤
信
善
、
西
脇
義
彦
、

登
り
山
和
希
、
平
澤
京
子
、
平
松
悦

雄
、
藤
崎
光
子
、
藤
田
大
輔
、
前
田

尋
、
森
西
武
志
、
山
本
範
枝
、
李

拓
。

会
計
監
査
・
谷
澤
弘
喜
、
西
本
博
文
。

顧
問
・
渡
辺
武
、
小
林
徳
子
、

藤
後
博
巳
。
参
与
・
西
村
成
雄
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
22
団
体
と

政
党
か
ら
頂
き
ま
し
た

府
連
大
会
で
の
発
言
者

唐
代
に
伝
奇
小
説
（
で
ん
き
し
ょ

う
せ
つ
）
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
生

ま
れ
ま
す
。
虚
構
の
物
語
世
界
を

展
開
す
る
短
編
小
説
と
お
考
え
下

さ
い
。

中
唐
の
人
、
張
鷟
（
ち
ょ
う
さ

く
）
の
著
『
遊
仙
窟
』
は
、
遣
唐

使
た
ち
が
帰
国
す
る
と
き
に
持
っ

て
帰
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
人

気
の
書
で
し
た
。
日
本
に
初
め
て

伝
来
し
た
海
外
文
学
で
あ
り
、
そ

の
後
の
日
本
文
学
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

し
か
し
、
本
家
の
中
国
で
は
早

く
に
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
20
世
紀

に
魯
迅
に
よ
っ
て
、
日
本
か
ら
中

国
に
里
帰
り
し
ま
す
。

『
遊
仙
窟
』
の
地

の
文
体
は
「
四
六
駢

儷
体
（
し
ろ
く
べ
ん

れ
い
た
い
）
」
と
言

い
、
四
字
句
や
六
字

句
を
基
調
と
し
、
対

句
を
重
視
し
た
着
飾
っ
た
文
体
で

す
。
し
か
し
、
会
話
文
と
詩
に
は

俗
語
を
多
く
用
い
て
、
機
知
に
富

ん
だ
表
現
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
遊
仙
窟
』
は
、
日
本
の
高
校

生
が
学
ぶ
教
科
書
の
中
に
書
名
だ

け
は
出
て
来
ま
す
。
実
は
学
校
で

読
め
る
よ
う
な
内
容
で
は
な
い
の

で
す
。
仙
境
に
迷
い
込
ん
で
不
思

議
な
体
験
を
す
る
と
い
う
伝
奇
小

説
で
す
が
、
男
女
の
歓
楽
を
描
い

て
い
ま
す
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
遊

里
の
世
界
を
仙
境
に
見
立
て
て
、

一
夜
の
歓
を
尽
く
す
あ
り
さ
ま
を

描
い
た
も
の
と
言
わ
れ
ま
す
。

主
人
公
の
張
生
（
ち
ょ
う
せ
い
）

が

黄

河

沿

い

に

旅

す

る

途

中

で

神

仙

の

家

に

招

か

れ

ま

す

。

そ

こ

の

女

主

人
の
十
娘
（
じ
ゅ
う
じ
ょ
う
）
と
、

そ
の
兄
嫁
の
五
嫂
（
ご
そ
う
）
の

三
人
が
情
詩
を
よ
み
合
い
ま
す
。

こ
こ
で
紹
介
で
き
る
程
度
の
詩
は

こ
ん
な
の
で
す
。
「
腰
を
抱
く
の

は
手
ぎ
わ
よ
く
／
脚
を
お
さ
え
れ

ば
、
な
お
い
き
な
も
の
／
細
い
目

が
合
い
さ
え
す
れ
ば
／
人
は
負
け

た
と
あ
き
ら
め
る
」

そ
の
夜
、
「
手
は
握
ら
れ
て
し

ま
っ
た
し
／
腰
も
引
き
よ
せ
ら
れ

て
い
る
／
い
ま
は
口
ま
で
奪
わ
れ

た
ん
だ
も
の
／
ほ
か
の
こ
と
も
お

好
き
な
よ
う
に
し
て
」
と
、
張
生

は
十
娘
と
過
ご
し
ま
す
。

あ
ま
り
の
す
ば
ら
し
さ
に
あ
と

二
、
三
交
と
思
っ
て
い
る
と
、
何

と
早
く
も
明
け
方
を
知
ら
せ
る
カ

ラ
ス
の
声
が
か
ま
び
す
し
い
。
こ

れ
は
、
落
語
の
「
三
枚
起
請
（
さ

ん
ま
い
き
し
ょ
う
）
」
の
落
ち
で
、

「
わ
た
し
ゃ
、
世
界
中
の
カ
ラ
ス

を
こ
ろ
し
た
い
」
「
カ
ラ
ス
を
殺

し
て
ど
う
す
る
ん
だ
」
「
ぬ
し
と

朝
寝
が
し
て
み
た
い
」
の
原
型
で

す
。参

考
『
游
仙
窟
』
岩
波
文
庫

（
高
田

佳
誉
子
）

唐
代
伝
奇
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

第
１
回

遊
仙
窟
（
ゆ
う
せ
ん
く
つ
）

新

役

員

紹

介

京
都
祝
園
弾
薬
庫

夏
の
大
学
習
会

静
か
な
住
宅
地
に
危
険
な
増
強
計
画


